
医療的ケア児者に関する県施策について

医療的ケア児者数（宮城県医療的ケア児等実態調査、令和５年１月１日現在）

表１ 県内障害福祉圏域別医療的ケア児者数 （人）

県内市町村を対象に調査したもの。
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学齢期
211人

図１ 年齢階級別人数

災害時個別避難計画作成人数※

医療的ケア児：18人

医療的ケア者：10人

未就学児
122人

区分 計
（再掲）

仙南 仙台※ 大崎 栗原 登米 石巻 気仙沼 仙台市

医療的ケア児
（20歳未満）

333 18 85 29 3 12 17 12 157

医療的ケア者
（20歳以上）

301 6 52 25 5 9 6 6 192

計 634 24 137 54 8 21 23 18 349

※災害対策基本法に基づかない計画
（パーソナルプラン等）含む

宮城県の医療的ケア児者の状況①

【資料３】



図２ 必要な医療的ケア
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必要な医療的ケア（宮城県医療的ケア児等実態調査、令和５年１月１日現在）

宮城県の医療的ケア児者の状況②



宮城県の医療的ケア児等支援施策の状況①

医療的ケア児者の支援についての現状把握や
支援内容等に関する、地域の関係者による協議
の場を設置。

区分 市町村 県

設置数（箇所） 25 1

【「協議の場」設置状況（R5年度）】

医療的ケア児等支援の協議の場

医療的ケア児等相談支援センターの設置・運営

【（全県）令和５年度宮城県医療的ケア児等支援検討会議開催状況】
● 参 集 者 当事者、家族、医師（急性期病院、訪問診療、医療型短期入所施設），

医療的ケア児等コーディネーター、障害福祉サービス事業所・保育・教育関係者，行政等
● 協議内容 宮城県における医療的ケア児等支援の現状と課題について

【業務内容】
● 総合的・専門的な相談支援
● 情報の発信及び研修
● 関係機関との連絡調整
● 医療的ケア児等支援に係る調査等

【スタッフ】
● 看護師，理学療法士，社会福祉士

※ 医療的ケア児等コーディネーター含む
● 専門職アドバイザー（医師等）

【運営（県委託事業）】
（一社）宮城・仙台障害者相談支援従事者協会

医療的ケア児等への相談支援、関係機関等への情報提供等



宮城県の医療的ケア児等支援施策の状況②

仙台エコー
医療療育センター

登米市立米谷病院

老人保健施設
リバーサイド春圃

石巻市立病院

光ヶ丘スペルマン病院
宮城県立拓桃園

仙台西多賀病院

宮城病院

大崎市民病院

大崎市民病院鹿島台分院

■：H27以前から実施
●：H28以降に実施

あいの実ストロベリー

ハートワンショートステイ

医療型短期入所事業所の利用促進（医療的ケア等コーディネーターの配置）

【医療型短期入所事業所開設状況】

R6.4.1現在

【医療的ケア等コーディネーターの配置】

○新たな事業所の利用へ
の不安

○利用可能な事業所が
遠方の場合の移動の負担

利
用
者

○各事業所の受入可能な
障害状況等を知りたい

○利用者等への適切な
情報提供が困難

相
談
支
援

○利用者・家族との 関係
構築に時間を要する

○ノウハウ不足による
スタッフの不安

新
設
事
業
所

○受入可能人数に限りが
あり，新規受入困難

○予約一杯で断る場合あり

老
舗
事
業
所

コーディネーター
仙台エコー医療療育センター信頼関係構築 情報集約・発信

相談内容
充実

ノウハウ
共有

医療型短期入所事業所利用希望者が円滑に
利用できるよう、コーディネーターを配置し、
利用情報の集約・発信、事業所間の連携強
化・ノウハウの共有を行う。


